
　

(注) 本資料は令和６年３月時点における基本設計の内容に基づき記載しています。今後の詳細設計及び関係法令に基づく許認可手続きに伴い内容に変更が生じる可能性があります。

１　計画概要 ２　設計コンセプト

広島市安佐北区可部南2丁目（旧安佐市民病院南館跡地） 　(1)  安全で安心な学校給食の提供が可能な施設

給食センター（工場・作業場） 　　　 ＨＡＣＣＰの概念に基づき衛生管理が容易で効率的な運営の可能な施設とします。

※建築基準法第４８条第５項ただし書きの用途の特例許可必要 　(2)  多彩なメニューやおいしい給食ができる施設

都市計画区域　第一種住居地域　防火・準防火地域指定なし 　　　 効率的な作業動線と実績に基づいた調理設備機器、作業スペースを確保した施設とします。

10,204.99㎡ 　(3)  食育や地産地消など学習面においても貢献できる施設

約4,049㎡ 　　　 見学スペース等の必要諸室を機能的に配置し、多目的に利用できるようにします。

約5,739㎡（1階：3,956㎡、2階：1,783㎡） 　(4)  近隣の住環境に配慮した施設

鉄骨造　地上２階建 　　　 音や臭気の環境対策と交通安全対策を行い、景観へ調和するデザインとします。

12.5ｍ 　(5)  施設の機能に関する配慮

普通車27台（うち思いやり駐車場１台）＋大型2台 　　　 バリアフリーに広く対応し、将来的な更新を想定した維持管理しやすい建物とします。

約30台

３　事業スケジュール（予定）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

　▲公開による意見の聴取会（公聴会）

　　  ▲建築審査会

　▲特例許可

計画通知

▲供用開始
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４　配置・動線計画

歩行者

一般車両

広島市北部地区学校給食センター（仮称）等新築工事 P 2/5

 ■凡例

②来場時の車両動線

・建物東側を来場者用駐車場とします

（配送車両は建物東側に沿って待機

スペースを確保します。）。

③隣地と一体的に整備する外構緑化

・敷地東側及び南側には主に常緑樹

で害虫のつきにくい低木を配置し、

全体で景観を形成します。

■外観鳥瞰パース

①来場時の歩行者動線

・北側の進入路沿いに歩道を設け、安全にアプローチでき

るようにします。

・多目的交流広場から給食センターへのアクセス部分には

フェンス等を設けず、認定こども園横の遊歩道から来場

する方も含め、容易にアプローチできるようにします。
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５　平面計画

広島市北部地区学校給食センター（仮称）等新築工事 P 3/5

④研修室
・研修室からも調理室（煮炊き）
が見えるようにし、見学スペー
スとして利用できると共に、通
常は会議室として利用しやすい
よう可動間仕切壁で3つに分割
して運用できるようにします。

⑤調理実習室(キッチンスタジオ)

・廊下面をガラス張りで見えるよ
うにし、屋根付きのデッキテラ
スを併設し、例えば作った料理
を半屋外空間で楽しむと言った
様々なイベントに利用できるよ
うにします。

■見学スペース内観パース ■オープンスペース内観パース ■キッチンスタジオ内観パース

③見学スペース

・調理室（煮炊き）を見学できるとと

もに、実物の回転釜を併設すること

で、体験して学べる計画とします。

②明確なゾーン分け

・一般エリアと給食エリアは、動線上

も完全に区画することで動線交差を

防ぎ、衛生管理を徹底します。

①事業者用事務室

・敷地入口と一般玄関を視認できる場所に配置

とすることで車両や来場者の出入りが確認で

き、安全安心に配慮した計画とします。

■凡例

④研修室

・研修室からも調理室（煮炊き）を見学

できるとともに、通常は会議室として

利用しやすいよう可動間仕切壁で3つ

に分割して運用できるようにします。

※80名程度で利用可

⑤調理実習室（キッチンスタジオ）

・廊下面はガラス張りにした上で、調理

実習や料理教室などのイベントで利用

できるようにします。

※調理台５台配置（２５名～３０名程度

で利用可）

【１階】 【２階】

⑥オープンスペース・食育展示スペース

・多目的交流広場側に開いたデッキテラス

を併設し、ガラス張りで見通しの良い空

間とします。

・食育展示スペースを壁面側に確保し、隣

り合う他の場所との連携が図れる多目的

なスペースとします。

※オープンスぺ―ス内のテーブルや椅子の

配置は今後調整します。
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６　環境計画（維持管理・運営期間）

配送車

防音目隠しフェンス

P 4/5

 ■凡例

広島市北部地区学校給食センター（仮称）等新築工事

①敷地出入口にはカーブミラーや

注意喚起の回転灯を設置します。

(1) 車両の動線及び騒音対策等

ａ．配送車は新車のハイブリッド車とし周辺環境に配慮します。

ｂ．周辺の道路状況を考慮して敷地西側道路からのアクセスのみとし、敷地出入

口にカーブミラーや注意喚起の回転灯を設置します。

ｃ．敷地内における配送車の動線を建物東側に集約することで、多目的交流広場

及び認定こども園に対する騒音・臭気の低減や、来場者の安全確保に努めます。

(3) 騒音への適切な計画と対策

ａ．騒音源となる設備等は屋上の設備置き場に集約して配置し、敷地境界から適

切な距離を確保します。また、必要に応じて防音壁を設置することで条例に定

められている環境基準を遵守します。

ｂ．特に、近接する認定こども園や敷地南側の住宅地に配慮し、南側には防音壁

や緑地帯を設置することでより一層騒音を低減させます。

ｃ．空調室外機等の騒音源となる機器には、設備架台と設備の間に防振ゴムを設

け、振動による騒音を低減させます。

ｄ．建物南側のコンテナ搬出部分にドッグシェルターを設置し密閉性を向上させ

ることで、コンテナの積み込み・積み下ろし時の音を外部に漏れにくくすると

ともに衛生的で空調負荷も低減させます。

想定騒音指数

【防音目隠しフェンス設置後の想定音量】

受音点Ａ：35.7dB

受音点Ｂ：38.5dB

※機器騒音が最も高くなる建物西側２地点における検討値

【広島県生活環境の保全等に関する条例における基準】

昼間：55dB以下、朝夕：50dB以下、夜間：45dB以下

※第一種住居地域における許容限度

(2) 臭気への適切な計画と対策

ａ．調理による臭気及び生ごみによる臭気には脱臭装置を設置し、臭気濃度を大

幅に削減します。

ｂ．厨房からの排気は2階屋上の中央付近で気化脱臭装置（※）を経由して排気し

ます。

※天然植物性消臭液をガス化し、臭気を中和分解する気化脱臭方式で、中和分解後の

副産物も無害のガスとなるため環境を守ります。

ｃ．残渣処理室に厨芥脱水機を設置し、臭気を低減するとともにメンテナンスの

手間を削減します。

ｄ．厨房排水除外施設には直接臭気が漏れないような蓋等を設置し、万が一の事

態も考慮して、道路境界線から十分な距離を確保した配置計画とします。

ｅ．厨房排水除外施設からの臭気は、本体建物の高い位置まで臭突管を延伸した

上で、その端部に脱臭装置を設置し、高い位置から脱臭後に排気することで影

響を最小限に留めます。

B

A

②配送車の動線を建物東側

に集約します。

⑤コンテナ搬出部分にドッグ

シェルターを設置します。

③厨房からの排気は2階屋上の

中央付近で気化脱臭装置を

経由して排気します。

④厨房排水除外施設には直接

臭気が漏れないような蓋等

を設置し、道路境界線から

十分な距離を確保します。

（臭気対策のイメージ）

⑦騒音源となる設備等は屋上の設備置

き場に集約して配置し、防振ゴム等

で振動による騒音に配慮します。

⑥地上、１階屋上、２階屋上にそれ

ぞれ防音目隠しフェンスを設置し

ます。また南側に緩衝地帯として

緑地帯を設置します。

6000798
テキストボックス
１０



　

７　環境計画（工事期間）

P 5/5広島市北部地区学校給食センター（仮称）等新築工事

(1) 周辺住民への安全確保

① 通勤・通学時間帯は交通量が増加するため、工事車両の影響による交通渋滞緩和策として大型車両は午前9時以前

の進入を禁止し、経路は東側（根の谷川沿い）とします。

② 作業員の新規入場時には新規入場者教育及び交通安全教育（西側踏切の通行禁止、付近学校前の大型車輌の通行禁

止等）を実施し、周辺道路の安全を図ります。

③ 工事車両は周辺道路での路上駐車・待機の禁止を徹底し、周辺住民等に配慮します。

④ 事業用地の入場ゲートには交通誘導員を常駐し、特にゲート付近を通行する病院関係者、児童等の通行を最優先で

誘導し安全を確保します。

⑤ 工事仮囲いに、デジタルサイネージを設置し工事予定等の工事情報のほか、最新のニュースや天気予報等も掲示

し、現場前を通行される方が生活の中で役立つ情報の提供を行います。

(2) 周辺住民への環境対策

① 騒音・振動対策

・建設重機は国土交通省認定の低騒音、低振動型重機を使用します。

・法規制値を遵守した騒音・振動の管理値を設定します。

② 悪臭対策

・建設重機は国土交通省認定の排ガス対策型重機を使用します。

③ 粉塵対策

・車両通路部分は敷鉄板の敷設や仮設アスファルト舗装で整備し、粉塵発生を抑制します。

④ 道路汚染対策

・工事車両退出時は高圧水洗浄機によるタイヤ洗浄を行い、周辺道路の汚染を防止します。

大型車両通行道路

大型車輌の通行

経路とします。

生コン工場

生コン車輌の通行

経路とします。

大型車両通行禁止道路

原則、踏切は通行しません。

大型車両通行禁止道路

原則、大型車両は通行しません。

工事車両動線（予定）

建設場所

【作業時間】
８：３０～１８：００（予定）

【大型車両の通行】
①原則９：００以降の入場とします（工事現場付近での

待機はしません。）。

②車両幅が３ｍを超える大型車両は２１時～６時の通行

となります（該当作業時は予めお知らせします。）。

（イメージ）

（イメージ）

（仮設舗装）

（敷鉄板敷）

低騒音型
建設機械

排出ガス対策型
建設機械

（イメージ） （イメージ）
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